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研究成果概要 
 
平成 23 年度は、神岡地下実験室 C において、液体キセノン検出器 (XMASS) によ

る長期データ収集が行われた。これまでにモンテカルロシミュレーションによって、

直径 10m の水シールドが環境中性子の影響をどの程度低減するのかといった見積が

されているので、今後は取得された実データを詳細に解析することで、シミュレーシ

ョンの検証を行う予定である。 
 
また、中性子が検出器に与える影響を調べるため、モンテカルロシミュレーションに

よる研究がスタートした。まずは、線源の最適化(核種・強度・位置・照射時間・コ

リメータ形状等)の研究が行われ、試作品による照射テストが実施された。現在、さ

らなる最適化の研究を行っている。 
中性子が検出器を構成する材料を放射化して半減期の長い核種を作らないことを確認す

るために、材料物質に中性子を照射してゲルマニウム検出器で測定するといった研究も

行われている。 
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